
 

調査の名称 環境保健サーベイランス調査 

調査の目的 地域人口集団の健康状態と大気汚染との関係を定期的・継続的に観察

するため実施するものです。 

調査の対象 ３歳児調査は全国 36地域、６歳児調査は全国 37地域で調査を行って

います。対象者数はそれぞれ約 8万 5,000人です。 

 

 ※調査対象地域については別紙１参照。 

調査事項 健康調査票 

１）本人の属性に関する情報 

（性別、生年月日、記入者の続柄、住所地） 

２）交絡因子に関する情報 

（授乳方法、居住期間、家屋の構造、ペットの種類、暖房の種類、同

居者の喫煙の有無、呼吸器疾患に係る家族歴等） 

３）呼吸器症状に関する情報（既往歴、呼吸器症状等） 

調査の時期 ・３歳児調査：通年実施します（各自治体が実施する３歳児検診時） 

・６歳児調査：６月に実施します 

調査の方法 ３歳児調査及び６歳児調査は、健康調査及び環境調査を実施して、

大気汚染物質濃度とぜん息等の呼吸器症状有症率との関連性について

解析、評価を行います。 

追跡解析は、追跡可能な 36地域において６歳児調査に回答のあっ

た児童のうち、３歳児調査に回答のあった児童を解析対象者として、

３歳児調査時点でぜん息でなく、６歳児調査時点でぜん息であった者

をぜん息を発症した者として、大気汚染物質濃度とぜん息発症との関

連について解析、評価を行います。 

なお、平成 29年度報告より、光化学オキシダント（Ｏｘ）の単年

度解析について解析・評価を行いました。Ｏｘの指標として、年平均

値の３ヶ年平均値（ＯｘＹ）及び日最高８時間値の年平均値の３ヶ年

平均値（Ｏｘ８）の２指標を用いました。 

 ３歳児調査 ６歳児調査 

健康調査 

全国 36自治体の調査対

象地域在住の３歳児の家

庭に対して、保護者が記

入する方式の環境省版

ATS-DLD簡易調査票を

送付・回収。 

全国 37自治体の３歳児調

査対象地域を含む学区域に

通学する国公立小学校等の

１年生の家庭に対して、保

護者が記入する方式の環境

省版 ATS-DLD簡易調査票



 

 

を配布・回収。 

環境調査 

調査対象地域及びその周辺の一般環境大気測定局にお

けるNO2、NOx、SO2、SPM、ＯｘＹ及びＯｘ８の健

康調査実施年の前の３年度の年平均値の３ヶ年平均値

から、対象者ごとにその居住地点での大気汚染物質背

景濃度を推定。 

 


